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1.1 地下水総合調査概要

(2) 調査内容
 調査地点（下図）

・ 地下水位連続調査

・ 河川水位連続調査・河川流量調査

・ 湧水位連続調査・湧水量調査

 調査期間：３年間
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(3) 調査地点（全体）

図 地下水総合調査地点

３地点

２地点

２地点

(1) 調査目的
 地下水保全の基礎となる地下水量の総合的
な管理と地下水保全の実現に向け、地下水・
湧水の保全に有効な対策や施策へ反映するこ
とができるGETFLOWS（三次元水循環解析モ
デル）の検証データの蓄積、及び地下水の状
況を把握すること

図 地下水総合調査の考え方
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1.2 地下水位連続調査

 観測井戸・自記水位計を設置して測定

 自記水位計により、連続した地下水位を
測定

 調査内容
• 手測りによる地下水位測定
• 自記水位計のデータ回収
• 観測井戸の保守点検

３地点にて観測

(1) 地下水位連続調査概要

図 地下水位調査地点 図 測定状況と観測機器（触針式水位計:右上、自記水位計:右下）

• 既存観測井戸の位置を補完する形で
新たな候補地①～③の３地点を選定



5

1.2 地下水位連続調査

(2) 地下水位連続調査結果

図 地下水位変化

いずれの観測井戸につ
いても、地下水位の変動
は、年間を通して安定

台地部に設置されてい
る「東原さくら公園」の地
下水位は、2018.3/8～
3/9、9/25～9/30、
2019.10/10～10/12の降
水により上昇

9/25～9/30
合計155.0mmの降水3/8～3/9

合計222.5mmの降水

降雨の影響で水位が0.5m程度上昇

降雨が続き水位が上昇

降雨の影響で水位が上がり、その後
徐々に水位が低下

10/10～10/12
合計281.0mmの降水

256.5mm
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1.3 河川水位連続調査・河川流量調査

(1) 河川水位連続調査・河川流量調査概要

２地点にて観測

「厚木土木事務所から

水位データを受領

図 水位計設置とH-Q曲線のイメージ

・芹沢川合流直後

第３水源にある越流部分

図 河川調査位置

河川流量

河川水位

自記水位計を 「芹沢川合流直後」に
設置

「自記水位計による、連続した河川水位
測定」、「現地での月１回の河川流量調
査」を実施し、河川水位と流量の関係
（H-Q曲線）から連続した流量を算出

調査内容
・河川流量調査
・自記水位計のデータ回収
・自記水位計の保守点検

• 河川水位・流量調査地点における、
河川水位と流量の調査結果から、
H-Q式を作成し、連続した水位を河
川流量に換算
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1.3 河川水位連続調査・河川流量調査

(2) 河川水位連続調査・河川流量調査結果

図 H-Q曲線（芹沢川合流直後）

河川水位は降水に連動し、応答が良好
H-Q曲線も十分に取得

図 河川水位変化

図 H-Q曲線（第３水源にある越流部分）

降雨の影響で水位が上昇

256.5mm

※第３水源にある越流部分では、一部の期間で欠測
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1.4 湧水位連続調査・湧水量調査

(1) 湧水位連続調査・湧水量調査概要

自記水位計を２地点に設置
「自記水位計による、連続した湧水位測定」、
「現地での月１回の湧水流量調査」を
実施し、湧水位と湧水量の関係（H-Q曲線）
から連続した流量を算出

調査内容
・湧水量調査
・自記水位計のデータ回収
・自記水位計の保守点検

図 水位計設置とH-Q曲線のイメージ

第３水源脇の湧水

芹沢川に湧き出す湧水

湧水量

湧水位

２地点にて観測

• 候補地点は、目久尻川、目久尻川の支
川（芹沢川）において湧水量が豊富な地
点を選定

• 湧水量調査地点における、水位（H）と湧
水量（Q）の観測結果から、H-Q式を作
成し、地下水位を湧水量に換算

• 湧水量調査は、河川水位・流量調査と
同日に実施

図 湧水調査位置
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1.4 湧水位連続調査・湧水量調査

(2) 湧水位連続調査・湧水量調査結果

図 H-Q曲線

「芹沢川に湧き出す湧水」は、降水との応
答した水位変動が見られるが、変動幅は小

「第３水源脇の湧水」は、降水との応答が良
くないが、遊水地の貯水（2018.3/9）により
水位が急激に上昇

図 湧水位変化

芹沢川に湧き出す湧水

第３水源脇の湧水

遊水地が貯水した影響

降雨の影響で水位が上昇 256.5mm



10

1.5 地質調査、新規観測井戸設置及び調査

(1) 地質調査、新規観測井戸設置及び調査概要

図 作業状況写真図 地質調査、新規観測井戸設置

調査地点
• 市内3地点で、ボーリング調査による地
質調査、観測井戸設置による地下水位
の観測を実施

 

〈H29-No.3での削孔状況〉 〈H29-No.3での現場透水試験・測定状況〉

〈H29-No.3への新規観測井施工後〉 〈H29-No.3への水位計設置〉
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1.5 地質調査、新規観測井戸設置及び調査

(2) 地質調査、新規観測井戸設置及び調査結果

上総層群の上面は起伏に富む
→上総層群により大庭砂礫層などが
分断される地質構造

本調査により、座間丘陵礫層の分布範
囲が広いことを、新たに確認

〈A-A’断面〉

〈B-B’断面〉 〈C-C’断面〉

図 地質断面図と断面位置図

〈ボーリング地点と断面側線〉
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1.6 一斉地下水位調査

(1) 一斉地下水位調査概要

図 一斉地下水位調査対象井戸の例図 一斉地下水位調査地点

調査概要
• 座間市へ流入する相模原台地（相模原市）の地下
水位の情報を得るために実施

※図示した他、大和市（３地点）、
綾瀬市（２地点）、海老名市（２地
点）でも調査を実施
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1.6 一斉地下水位調査

(2) 一斉地下水位調査結果

主として相模原台地に分布する地下水は、
北西方向から流入し、南部方向及び南西
部方向に流出

座間丘陵の東側を流れる目久尻川には地
下水位等高線の谷が形成
→地下水が目久尻川に集まり流出してい
ることを確認

座間丘陵の西部では、地下水は南西に流
れ、相模川に流出していることを確認

大和市、綾瀬市、及び海老名市の地点は
地下水流動図には反映していないが、水
循環モデルの再現性の確認の際に活用

図 一斉地下水位調査結果
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1.7 雨水浸透ますの簡易浸透能調査

(1) 雨水浸透ますの簡易浸透能調査概要

図 雨水浸透ますの調査状況図 雨水浸透ますの簡易浸透能調査地点

調査概要
• 「地下水と湧水の関係を把握できる箇所」、「過年度
の調査で確認できなかった箇所」にて調査を実施

• 前回調査は市の南部中心、本調査は中央部、北部
を選定することで、市の広範囲がカバー

〈清掃前調査〉 〈清掃中〉

〈清掃後調査〉 〈調査後〉
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1.7 雨水浸透ますの簡易浸透能調査

(2) 雨水浸透ますの簡易浸透能調査結果

浸透能調査により下記を把握
飽和透水係数：
-5～-7乗のオーダー
→前回調査結果と概ね同程度

表 浸透試験結果と過年度との比較
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1.8 水収支検討

(1) 水収支検討

国土数値情報（平成26年（2014年））を使用
過年度の結果と概ね同様

• 年降水量の18％である533万ｍ3/年（①）が地下に浸透
• 相模原市からは1年間に1,432万ｍ3/年（②+③+④）の地下水が流入
• 座間市の年間の地下水流動量は1,965万ｍ3/年（上記533+1,432）

〈座間市の水収支（平成29年（2017年））〉

・地下浸透量： 601万m3/年
（年降水量の約20％）

・相模原市からの地下水流入量：
1,432万m3/年

・座間市の地下水流動量：
2,048万m3/年

〈過年度調査結果概要〉

図 水収支検討結果


